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4本の曲線は、4つの研究部門・センターとそれぞれ、物理、化学、生物、

材料を表しています。DNAの染色体にも似たその触手は、力強く天へ

と伸び、緑の球体で表す地球とこれからの社会を、多元物質科学研究

所が支えている様を表しています。

全体として、IMRAMの頭文字、「i」を象徴としています。

ここに表した東北大学 多元物質科学研究所のシンボル

マークやロゴタイプは、新しく設定された本研究所のビ

ジュアル・アイデンティティーです。

以下に記した展開例は、これらを表示する際にそのアイデ

ンティティーが損なわれない様に取り決めた基本的なデ

ザイン・マニュアルです。

略称（ブランドネーム）は「IMRAM」とし、正式名称は「東北

大学 多元物質科学研究所」とします。様々な目的と状況に

応じて、シンボルマーク等と組合せて表示します。

シンボルのテーマ

シーズのランドマーク

東北大学 多元物質科学研究所

Visual Identity
シンボルマークとロゴタイプの意味 ❶



❷ ベーシックデザインと基本組合せ

シンボルマーク

正式名称ロゴタイプ

略称ロゴタイプ

基本組合せ例



❸ ベーシック・カラーリング

ベーシック・カラーリング

ベーシックデザインでは3色設定

キー・カラー

DIC 2601 ／ C96+M71%

セカンド・カラー

DIC 2554 ／ C80+M14+Y100%

サード・カラー

ブラック

▼カッティングシートCS200

■522コズミックブルー

■425ビビッドグリーン

□白 721パールグレー

■黒 771チャコールグレー

その他、表示環境の状況に応じて、

ブルー単色であったり、白単色など

アイデンティティーと視認性に留意。



 ❹シンボルマークとロゴタイプ などの組合せ展開例01
表示環境の環境と目的に応じて、マークとロゴタイプなどの組合せが異なります。条件に応じた組合せを活用します。

combination A.

構成要素
シンボルマーク+ステーツメント+ロゴタイプ+ロゴルビ+正式名称+
住所+電話番号※+FAX番号※+ホームページアドレス（3色表記の例）
※電話番号の「○○○○」は、状況に応じて類似した書体で入力ください。

Institute of Multidisciplinary Research
for Advanced Materials Tohoku University 

東北大学 多元物質科学研究所
〒980-8577 仙台市青葉区片平2-1-1
 Tel.022-217-○○○○ Fax:022-217-○○○○
 http://www.tagen.tohoku.ac.jp/

東北大学 多元物質科学研究所
〒980-8577 仙台市青葉区片平2-1-1
 Tel.022-217-○○○○ Fax:022-217-○○○○
 http://www.tagen.tohoku.ac.jp/

combination B.

構成要素
シンボルマーク+ステーツメント+ロゴタイプ+正式名称+
住所+電話番号※+FAX番号※+ホームページアドレス
※電話番号の「○○○○」は、状況に応じて類似した書体で入力ください。

combination C.

構成要素
シンボルマーク+正式名称+ロゴタイプ+ロゴルビ

東北大学 多元物質科学研究所

Institute of Multidisciplinary Research
for Advanced Materials Tohoku University 東北大学 多元物質科学研究所

Institute of Multidisciplinary Research
for Advanced Materials Tohoku University 

combination D.

構成要素
シンボルマーク+ステーツメント+ロゴタイプ+ロゴルビ

構成要素
主に封筒などに活用。
シンボルマーク+ステーツメント+ロゴタイプ+ロゴルビ+正式名称+住所+
ホームページアドレス+市外局番など電話番号+下4桁手書き欄+生年月日手書き欄

combination E.

東北大学 多元物質科学研究所
〒980-8577 仙台市青葉区片平2-1-1
 http://www.tagen.tohoku.ac.jp/
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❺ シンボルマークとロゴタイプ などの組合せ展開例02

expand.A

構成要素
主に構内のサインなどに活用。
シンボルマーク+ロゴルビ+ロゴタイプ+正式名称+各セクション名

東北大学 多元物質科学研究所
有機・生命科学研究部門

Institute of Multidisciplinary Research
for Advanced Materials Tohoku University 

東北大学 多元物質科学研究所
材料・物性総合研究棟

各研究部門名や棟名差し替え部分

expand.B シンボルマークの位置とロゴタイプ縦表示の例

Institute of Multidisciplinary Research
for Advanced Materials Tohoku University 

Institute of Multidisciplinary Research
for Advanced Materials Tohoku University 
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❻ シンボルマーク：ロゴタイプ 背景色に応じた作例

positive A.

negative A.

様々な表示・掲載環境において、そのアイデンティティーが損なわれないよう表現した作例です。

negative B.

100％ 90％ 80％ 70％ 60％ 50％ 40％ 30％ 20％ 10％

背景色明度 ≒50％からの表示▲背景色明度 ≒50％までの表示▲

シンボルマークの背景色は、ポジティブなことが

理想である為、図のようにポジとネガを分けて

一体とすることが望ましいです。

表示する縦横比率が比較的操作できる場合、マークの地は、ポジティブに。ロゴタイプ群はスリムなベタの白抜きとします。

positive B. の作例

推奨する基本的な作例

簡易な単色文字（高明度）の作例



❼ シンボルマーク：シンボルマーク・ロゴタイプ ランダムサイズ01



❽ シンボルマーク：シンボルマーク・ロゴタイプ ランダムサイズ02
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